
コロナ禍の公共交通

板橋区 都市整備部 都市計画課

第2回 板橋区公共交通会議

資料２



◆ 人の動きの変化

① コロナ以前から生じていたもの

② コロナ禍で生じたもの

◆ 様々な指標・数値への影響

① 交通事業者の事業実績

② ターミナル駅の利用状況推移

③ 人流データ

④ 地価（令和3年基準地価格）
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【平成30年東京都市圏パーソントリップ調査】

・平成20年から外出率が大幅に低下

・若年層から高齢者にかけて、全体的に外出率の減少の傾向を示している。

⇒ この背景には、インターネットの普及や利活用の多様化により、仕事や買い物に伴う外出の減少、

ＳＮＳなどによるコミュニケーションによる外出の代替えなどがあるといわれている。
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◆人の動きの変化

①コロナ以前から生じていたもの

板橋区民の外出率

資料：平成３０年第６回東京都市圏パーソントリップ調査を基に区作成 資料：国土交通省「第６回東京都市圏パーソントリップ調査の集計結果概要について」

年齢階層別の外出率（東京都市圏全体）
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新型コロナウイルスの感染拡大と

これに対応する「緊急事態措置」等の実施

⇒ “都心・副都心への移動” の大規模な減少

⇒ 住宅地での ”滞在“ の増加
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◆人の動きの変化

②コロナ禍で生じたもの

資料：いずれも東京都「東京都防災ホームページ」より
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◆様々な指標・数値への影響

①交通事業者の事業実績（1）

ＪＲ東日本

「2022年3月期第２四半期決算説明会」資料

（2021年10月29日付）においては、

・定期外収入（在来線 関東圏・新幹線）
の減少

・定期収入・定期外収入、いずれも年度末
時点でコロナ前の80～85％の想定

としている。

資料：東日本旅客鉄道（株）ホームページより

東京都交通局

「令和2年度運輸成績総表」において、

・自動車運送事業（路線バス）の輸送人員・
収入の減少（前年度比▲20％超）

・高速電車事業（地下鉄）も同様の減少
（前年度比▲30％超）

となっている。

資料：東京都交通局ホームページより
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◆様々な指標・数値への影響

①交通事業者の事業実績（2）

東京メトロ

「2022年3月期第２四半期決算説明資料」

（2021年11月5日付）においても、

・定期券利用者の減少が継続中
（コロナ前比▲35％超）

・定期外利用者も減少が続いているが、
コロナ感染者数の増減に合わせて、
減少幅は上下している
（10月土休日は回復が強い）

という状況が確認できる。

生活様式や働き方の変化は、首都東京に

おいて、人の移動を担う鉄道・バスに対し

て、相当大きな影響を与えている。

資料：いずれも東京地下鉄（株）ホームページより（板橋区がページの一部を抜粋）
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◆様々な指標・数値への影響

②ターミナル駅の利用状況推移（平日ピーク時間帯）

平日ピーク時間帯の首都圏

及び関西圏のターミナル駅

での自動改札出場者

(コロナ前と比較した割合)

（2021年12月中旬）

⇒ 首都圏は 78％

⇒ 関西圏は 84％

資料：「新型コロナウイルス感染症対策」（内閣官房）（https://corona.go.jp/dashboard/）より
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◆様々な指標・数値への影響

③人流データ

資料：「全国の人流オープンデータ」（国土交通省）（https://www.geospatial.jp/ ckan/dataset/mlit-1km-fromto）に板橋区加筆

板橋区内の滞在人口の推移

(2019年1月～2020年12月)

⇒  板橋区民の滞在人口

15％増加

（人数：４万人超）

板橋区は住宅地としての
性格が強い

⇒  外来者の滞在人口

大きな変化なし

板橋区は区外から働きに
来ている人は多くない
（企業立地は少ない）

コロナ以降、15%増

大きな変化なし

新型コロナ
感染の始まり
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◆様々な指標・数値への影響

④地価（基準地価格）

資料：令和3年東京都基準地価格（東京都）より

令和３年9月公表の

基準地価格では、

⇒ 商業地は、主に

都心５区が下落

⇒ 住宅地は、

２３区全域で上昇

在宅ワーク、外出自粛の

影響が、はっきりと表れた

と言われている



第2回 板橋区公共交通会議

9

◆委員の皆様から

2020年２月頃からの新型コロナウイルス流行を受けて、委員の皆様の業務やご自身の身の回りの状況など

を、差し支えない範囲でお聞かせいただければと思います。

（１）緊急事態措置などによる皆様の業務・仕事への影響・変化

マイナス面の内容が多いとは思いますが、プラス面もお気づきの点がありましたらお聞かせください。

（２）ご自身の生活での変化

働き方だけでなく日常生活での変化や、新たに始められたことなどがありましたらお教えください。

（３）今年10月以降の緊急事態措置解除後の変化

諸外国では感染拡大が続く中で、日本では急速に新規感染者数が減少し、現在もその傾向を維持しています。

業務・仕事での顧客の変化や、ご自身の意識や考えの変化など、体感されたものについてお聞かせください。

まだ、今後について不透明な部分が多い状況ですが、公共交通についても皆様の “気づき” の中に、

次の展開が見えるのではないかと思い、情報共有ができたらと考えております。


